
第９期決算公告 平成22年５月18日
札幌市東区北14条東３丁目１番23号

株式会社つうけんアドバンスシステムズ
代表取締役 石井 茂喜

貸借対照表の要旨(平成22年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 1,241,833
固 定 資 産 944,725
合 計 2,186,559

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 588,874
固 定 負 債 518,820
株 主 資 本 1,078,864
資 本 金 300,000
資 本 剰 余 金 236,412
資 本 準 備 金 206,412
その他資本剰余金 30,000
利 益 剰 余 金 542,451
その他利益剰余金 542,451
(うち当期純利益) (205,195)
合 計 2,186,559

第 46期決算公告 平成22年３月18日
北海道石狩市新港南一丁目28番地32
株式会社エネサンス北海道物流

代表取締役社長 道券 幸広
貸借対照表の要旨(平成21年12月31日現在)

科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 142,867
固 定 資 産 26,849
合 計 169,717

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 153,281
固 定 負 債 11,956
退職給付引当金 6,629
役員退職慰労引当金 5,327
株 主 資 本 4,478
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 �5,521
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 �8,021
(うち当期純利益) (6,094)
合 計 169,717

第８期決算公告 平成22年４月26日

埼玉県朝霞市本町２丁目７番31号

マックホーム株式会社
代表取締役 氏居 照和

貸借対照表の要旨(平成22年２月28日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 995,657
固 定 資 産 321,513
合 計 1,317,170

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 647,627
固 定 負 債 479,658
株 主 資 本 189,885
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 179,885
その他利益剰余金 179,885
(うち当期純利益) (36,397)
合 計 1,317,170

平成™™年œ月˜Ÿ日 火曜日 (号外第˜—š号)官 報
公
益
信
託
綾
田
整
治
記
念
遺
児
育
英
基
金
第
十
六
期
決
算

公
告

一
、
事
業
概
要

香
川
県
内
に
居
住
す
る
遺
児
の
う
ち
高
等
学
校
の
生
徒

二
十
七
名
（
月
額
一
万
円
）
に
対
し
、
奨
学
金
計
三
百
二

十
四
万
円
の
給
付
を
実
施
し
た
。

二
、
財
産
目
録
（
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

資
産
合
計

二
〇
五
、
二
九
二
、
五
三
八
円

負
債
合
計

〇
円

正
味
信
託
財
産

二
〇
五
、
二
九
二
、
五
三
八
円

平
成
二
十
二
年
五
月
十
八
日

香
川
県
高
松
市
亀
井
町
五
番
地
の
一

公
益
信
託
綾
田
整
治
記
念
遺
児
育
英
基
金

受
託
者

株
式
会
社
百
十
四
銀
行

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
札
幌
市
東
区
北
二
〇
条
東
一
丁
目
五
番
地
、
最

後
の
住
所
札
幌
市
東
区
北
二
七
条
東
六
丁
目
一
番
一

三
号

被
相
続
人

亡

岩
佐

良
夫

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
八
日

札
幌
市
北
区
新
川
二
条
一
二
丁
目
三
番
一
六
号

相
続
財
産
管
理
人

藤
巻

Ê
美

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
山
形
県
飽
海
郡
遊
佐
町
吹
浦
字
上
川
原
四
三
番

地
四
、
最
後
の
住
所
山
形
県
飽
海
郡
遊
佐
町
吹
浦
字

上
川
原
四
三
番
地
の
四

被
相
続
人

亡

ˆ
橋

剛

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
八
日

山
形
県
酒
田
市
亀
ヶ
崎
二
丁
目
四
番
三
九
号

相
続
財
産
管
理
人

藤
井

正
寿

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
二
丁
目
四
七
〇
番

地
、
最
後
の
住
所
栃
木
県
宇
都
宮
市
今
泉
町
三
〇
一

六
番
地
九

被
相
続
人

亡

伊
ı

清

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
八
日

栃
木
県
宇
都
宮
市
大
通
り
五
丁
目
二
番
八
号
ア
サ

ノ
大
通
り
第
一
ビ
ル
五
〇
一
号
室

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

五
味
淵
郁
章

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
群
馬
県
前
橋
市
東
片
貝
町
一
〇
六
一
番
地
三
、

最
後
の
住
所
本
籍
に
同
じ被

相
続
人

亡

前
原

國
秀

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
八
日

群
馬
県
前
橋
市
大
手
町
二
丁
目
五
番
六
号
根
岸
法

律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

根
岸

茂

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
墨
田
区
墨
田
四
丁
目
二
九
四
番
地
、
最

後
の
住
所
埼
玉
県
越
谷
市
相
模
町
一
丁
目
二
六
三
番

地
七

被
相
続
人

亡

増
田

和
夫

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
八
日

埼
玉
県
草
加
市
谷
塚
町
六
一
五
番
地

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

関

昌
央

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
千
葉
市
中
央
区
都
町
一
二
六
四
番
地
の
二
、
最

後
の
住
所
千
葉
市
中
央
区
都
町
一
二
五
四
番
地
の
九

コ
ス
モ
千
葉
グ
レ
イ
ス
ヒ
ル
ズ
六
一
一
号

被
相
続
人

亡

仁
平

眞
代

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
八
日

事
務
所
千
葉
市
中
央
区
本
千
葉
町
二
e

一
三

福

井
ビ
ル
六
階

千
葉
市
民
協
同
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

福
田
佐
知
子

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
愛
知
県
岡
崎
市
仁
木
町
字
年
重
九
六
番
地
四
、

最
後
の
住
所
愛
知
県
岡
崎
市
福
岡
町
字
四
反
田
二
六

番
地
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
の
は
な
苑

被
相
続
人

亡

成
瀬
シ
ズ
エ

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
八
日

愛
知
県
岡
崎
市
明
大
寺
町
字
奈
良
井
三
番
地
三

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

市
村

陽
平

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
大
阪
市
西
区
千
代
崎
一
丁
目
二
四
番
地
の
六
、

最
後
の
住
所
京
都
市
北
区
大
北
山
長
谷
町
五
番
地
三

六

原
谷
こ
ぶ
し
の
里

被
相
続
人

亡

小
山

俊
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
八
日

事
務
所
京
都
市
左
京
区
丸
太
町
通
川
端
東
入
る
東

丸
太
町
九
番
地
井
上
ビ
ル
三
〇
一
号

相
続
財
産
管
理
人

司
法
書
士

田
中
真
由
美

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
千
葉
県
印
西
市
物
木
五
三
三
番
地
、
最
後
の
住

所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

大
澤

政

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
八
日

事
務
所
千
葉
県
成
田
市
郷
部
一
二
四
七
番
地
一
〇

一
号
司
法
書
士
石
井
滋
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

石
井

滋
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